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舞鶴市は第二次世界大戦後の抑留に関する歴史の縁でウズベキスタンとの交流を
行っており、2020 年東京オリンピック・パラリンピック競技大会における同国
のホストタウンとなっている。昨年 8 月、同国のルスタム・クルバノフ体育スポー
ツ大臣が舞鶴市を訪問し、スポーツ施設等の視察を行うとともに、子どもたちを
はじめとする多くの市民との交流の機会を持った。


